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策26回万国地質学会議と世界地質図委員会総会

兼平慶一郎(千葉大学教授地質調査所併任CGMW(Commissioniorth㊧Geo1ogica1Mapo{theWor1d世界地質図委

KeiichiroKANEHIRA員会)Meta11ogenicMap小委員会の日本側委員､)

はじめに

1980年7月7目から17目にわたって第26回万国地質

学会議がパリで開催された一1878年に第1回会議がパ

リで開かれて以来4年ごとに世界各地で開かれてきた

この会議が100年の歴史を経たので今回は100年祭の意

味もあったわけである.第1回カミパリでそして100

年目(実際にはユ02年目)もパリでということで今回の

会議はパリで開催された.会議は評議員会総会

数多くの学術講演会シンポジウム等からなりそして

会議の前後には酉ヨｰロッパ全域にわたって数多くの

地質巡検が行われまた会期中にはフランス国内を中

心に短い巡検が行われた.万国地質学会議のときには

国際地質科学連合の総会各種の委員会1部会の会合

同連合に加盟している地質科学関連のいるいるな組織の

会合も開かれることにたっている.今回も数多くの会

合カミもたれた.筆者はこの種の会合の王つ世界地

質図委員会の会合に出席することを主匁目的として今

回の会議に参加した.以下に世界地質図委員会の会

合の報告を兼ねて第26回万国地質学会議の概要それ

についての個人的な印象などを記しご参考に供したい

と思う.

万国地質学会議

会議場の構成:開会式とレセプションはシャンゼ

リゼ通りに近いGrandPa1aisで行われたがそれ以

外のすべての会合や講演会はPalaisdesCongrさsで

行われた(剃図)｡この建物はシャンゼリゼ通り

の西端の凱旋門から歩いて10分ぐらいのところにあり

地下鉄の駅のそばで極めて交通の便のよいところにあ

る.隣りあって2つの大きなホテルもありまた地階

がエアタｰミナルにもなっていてまさに国際会議用の

建物という感じにできていた.建物の申には会議用の

部屋カミたくさんあり今回の会議では1000人以上入る

大講堂数百人収容する2つの申講堂それに100人程

度の人カミ入る16の会議室が使用された.そのほかにい

くつもの小部屋が各委員会の事務局のために確保され

ていた.大講堂と2つの中講堂には同時通訳用のイ

ヤホｰンが設備されていた.展示場銀行郵便局

インワォメｰショシバｰその他のサｰビス施設もす

べて広い同一建物内にあり国際会議用の建物としてよ

く計画された建物のように思われた.

第1図

Pa1aisdesCongrさs党

かけは豪華という感じがL

恋いが内部の設備がよく

大講堂のほかに大小たくさ

んの会議室がある.1階

に･は有名店の売場があり

地階はエアタｰミナルにな

っている.後に会議場に

接して建っている高層ホテ

ルがみえる.�
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開会式とレセプション:開会

式はGrandPalaisの本館で組織

委員会の事務局長P.SANGNIER

の司会により行われた(第2図).

組織委員会の委員長J.AUB0UIN

の歓迎の挨拶のあと国際地質科

学連合の会長R.TRUMPYの記念

講演カミ行われた､TRUMPYは

前のシドニｰにおける会議と今回

の会議との間の4年間における地

質科学の主要な進歩は何であった

かというようなことを中心に話を

したカミプレｰトテクトニクス説

の普及アグリｰショナルプリズ

ムの考えをとり入れてのその進歩

などであろうというような主旨で

あった.会議に実際に参加した人

数カミどれだけであったか正式の発

表は聞いていたいが.開会式には

少くとも世界各国から3000人以上

の人が参加していた.ド開会式は

同時に万国地質学会議のユ00年祭

の式典でもあったわけであるカミ

とくにそのことカミ強調されていた

わけではなかった.

開会式のあとで同じ建物の中で

2手に分れてレセプションカミ行わ

れた一写真(第3図)からもその

雰囲気カミうかかえるように体育

館のようなところに3000人以上の

人を集めて行われた開会式は重

々しいといったような感じは少し

もなくレセプションもとりすましたような感じは1

かけらも次かった.何千人かの人が一堂に会して何か

を行うということを思いうかべれぱ想像できると思う｡

大きく在りすぎた会議のある1つの象徴的溶断面をみる

ような感じカミした.

学術講演会とシンポジウム三20のセクションに分れ

て学術講演会が行われ同時に7つのコロキュｰムが開

かれた.そのほかに開会･閉会にあたっての特別の

学術講演会およびGeOdynamic･に関する特別シンポジ

ウムが行われた.

開会を記念する学術講演会ではいわぱ会議の基調講

演のようなものが行われた･J.AUB0UINが“造山運

動について山脈で失われた海洋"と題して地質学

者の立場からプレｰトテクトニクスの話をしたほか惑

第2図開会式の行われたGrandPa1aisの本館.玄関に立っているのは組織委員会

委員長J.AUB0UIN(むかって右)と事務局長P.SANGNIER(左).外観は

豪華であるカミ内部は第3図のように殺風景.

星探査何がプレｰト.を動かしているのか分子化石

地質学的営力としての人間といったテｰマの講演が行

われた.これらの基調講演のテｰマから地質科学の

現在開拓されつつある分野あるいは強い興味カミもたれ

ている分野の一面がうかがえると思う.これらの講演

のあとでGeodynarnics計画が終ったあとの研究計画

として“Dynamicsandevo1utionofthe1ithosphere"

が提案されているとしてその内容がこの計画のステア

リング委員会のメンバｰの1人R.A.PRIcEによって報

告された.

コロキュｰムは鉱物資源エネルギｰ資源大陸縁

辺部の地質大洋の地質テチスから生れたアルプス型

山脈の地質先カンブリア代から後ヘルシニア堆積盆ま

でのヨｰロッパの地質フランスの地質の7つのテｰ�
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第3図開会式の会場.体育館といった感じのところに臨時に椅子カミ並べられて開会式が行われた.

この写真にうつっているだけで約3,000人の参加者がかぞえられる.

マについて行われた.これらのうち聞くことのできた

鉱物資源に関するコロキュｰムは鉱床区品位･埋蔵

量関係鉱床探査と鉱石処理の新技術鉱物エコノミッ

クスの4つの小テｰマに分けられていた.2番目の小

テｰマのコロキュｰムはB.J.SKINNERカミ司会してい

たがかつて彼が提案した希少金属の埋蔵量には地球

化学的しきいカミあるとする品位･埋蔵量関係についての

考えカミ2･3の講演者によって再確認され気をよくし

ているようにみうけられた.しかし実際家と思われる

人々からこれに対する疑問も出されかなり活発な討論

が行われていた.このコロキュｰムで合衆国地質調

査所のD.A.S1NGERとJ.H.DEYoUNG,JR.カミ“品位･

埋蔵量関係の意味"という題の報告をすることになって

いたが両氏とも欠席でアリゾナ大学のD･P･HARRIs

カミ代読した.“合衆国政府は今回の会議への派遣費と

して5人分の費用しか支出しなかったので両氏は欠席で

す"とわざわざアナウンスされ会場が少しわいた.

出席者の多くがどこの政府も同じだといったよう放感

慨をもったのかもしれない.

各セクションの学術講演会には各種の委員会や世界

地質対比計画(IGCP)の研究グノレｰプの組織した講演会

(シンポジウム)も多かった.岩石学の分野ではた

とえば“オフィオライトとそのテクトニックな位置"と

いうテｰマの講演会はIGCPのプロジェクトとして研

究を行っているグルｰプが組織したものであったし鉱

床学の分野の“鉱床の総括と鉱床生成因"というテｰマ

の講演会は実際上世界地質図委員会の鉱床生成因部

会が組織したものであった･同様に酸性火成活動と鉱

床をテｰマにした講演会はやはり同じテｰマで協同研

究を行ってきたIGCPの研究グルｰプが組織したもので

あった.

さて各セクションの学術講演会コロキュｰム等に

提出されアブストラクトとして印刷された論文の数は

約2,800編に上る.このうち10パｰセントぐらいの講

演カミとりやめになったとしても約2,500の講演が実際

に行われたことになる.開会式の目と閉会式の目には

一般講演はなくそれに13目の日曜目と14目の革命記念

目も休みであったから実質8日間でこれらの学術講演�
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が行われたことになる･つまり1目に300編以上の論

文が読まれたことにたる.同時にいくつもの講演会や

コロキュｰムが開かれていたわけで聞きたいと思う講

演の時間カミ重っていることもしぱしばであった.

コロキュｰムには2つの中講堂カミ用いられ英語とフ

ランス語相互の同時通訳が行われていたカミｰ般講演は

もちろん同時通訳放しであった.発表は会議で従来

から用いられている英語ドイツ語フランス語ロ

シア語イタリア語スペイン語の6つの言葉を用いて

もよいことになっていたが実際にはほとんどすべて

英語またはフランス語による発表であった.ある一般

講演では半分以上かフランス語による発表で筆者の

ように聞きとることのできない者にはほとんど無意味で

あった.それにくらべればコロキュｰムでは同時通

訳が行われていて大いに理解に助かった.

出版物:今回の会議では全講演のアブストラクト

とコロキュｰムに提出された論文の全文を印刷するとい

う方針カミとられていたようである.アブストラクトは

3巻総ぺ一ジ数1427ぺ一ジそれに45ぺ一ジの著者索引

からなっている｡コロキュｰムの論文集はすでに次の

5つが印刷されている･

C1･Minera1Resources.BRGMMe㎜.ユ06,161P｡

����

C2.EnergyResources.Inst.fr.Pξtro1.,Rev.35

�����������

�����潦���楮��楮�潭潦�攀

����則�����������

�����潦����潭偲散��楡��

thepost-HercynianSedimenta正yBasins.

��慮���

9さ｡1.duNord,307p.

ラクトコロキュｰムの論文集それにフランスの地質図

ヨｰロッパの地質図などが記念のメダルとともに会議の

参加者に配布された.

会期中の巡検と社交的催し･:会議の前後には西ヨ

ｰロッパ全域にわたってスコットランドの変成岩ア

ルプスの構造地質北ヨｰロッパの先カンブリア代鉱床

イベリア半島の鉱床などをテｰマにしてたくさんの地

質巡検が行われた.これには西ヨｰロッパの各国が協

力し残念ながら筆者は参加できなかったカミそれぞれ

よく組織されていたようである.万国地質学会議に参

加する人の1つの目的は巡検に参加することであろうか

ら地質学にとって古典的な場所の多いヨｰロッパでの

会議はその意味で大きなメリットがあるように思われ

た.会期中には連日のようにフランス国内の日帰り

の巡検が行われまた日曜目と革命記念目の休日を利

用して!泊2目の巡検が行われた･これらの巡検も

案内がよくゆきとどいていた.それぞれの巡検には1

か所か2か所観光地点カミ含まれていて同伴者への考慮

も払われていた(第4図第5図).

会期中講演会は朝8時30分に始り昼休みを90分と

って夕方6時に終るようにプログラムが組まれていた一

そして6時30分から8時頃まで各種の委員会等の会合が

開かれそのあとでいろいろな社交的な催しが行われる

という段取りになっていた.ノｰトルダム寺院におけ

るパイプオルガンリサイタルパリ郊外の僧院での室内

楽ベルサイユ宮殿の夕ベチｰズとワインのパｰティ

匁どフランスらしい催しがあり会議への参加者を大い

に楽しませてくれた.また7月14目のバリ祭をたのし

���

C7.G台｡1ogiede1aFran-

ceBRGMMem.ユ07,

㌵������

�����潦��楮���

MarginsとC4.Geologyof

Oceansはあとで商業出版社か

ら出版されることになっている

ときいた.このほかに会議

を記念してBRGM(フランス地

質鉱床研究所)が中心になって

多くの出版物を印刷発行した.

また地質巡検の案内書も各国か

ら多数発行された.アブスト

第4図目帰り巡検の様子.

バリ北方のチョｰク層とその中のリン鉄床の露蹟.�
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んだ人も多かったようである.バリは東京にくらべれ

ぱずっと緯度が高い上に夏時間であったから夜10時

すぎまで明るく1目が大変長く感じられたことであっ

た.

会期中7目から11目までPa1aisdesCongrさsの建

物の申で展示会が行われ各国の地質図の展示や科学

器機の展示などが行われた･各国の地質調査所が主体

となって地質図類を展示していたカミかたり力を入れ意

匠をこらしている国も少くなかった･日本の地質調査

所も最近出版された100万分の1の地質図をはじめ数

枚の地図類を展示した.

世界地質図委員会

会議の概要:世界地質図委員会の会合は7月8目

に総会そして万国地質学会議の会期中それぞれの部

会や作業グノレｰプの会合が開かれ最後に17目の午前し

めくくりの会議カ欄かれた.総会には世界各国の主と

して地質調査所関係の人約80名が出席した.それぞ

れの会合では英語とフランス語カミ用いられ誰かが英語

で発言するとそれを誰かがフランス語に訳してやるある

いはその逆の場合というように時間のむだもあったカミ

いろいろだ国からやってきた出席者には親切であったよ

うに思う.

総会においては前会長のJ.MARcAIsの挨拶事務

第5図目帰り巡検の途中に立ち寄ったアミアン(パ

リの北方約150km)の古い教会.巡検には

たいてい観光地の見学も含まれていた.

局長のF.DELANYの全般的な活動報告.そして各地区

の副会長による活動報告が行われた.日本が属してい

るのは南･東アジア地区でその副会長はインドの地質

調査所長γS.KRIsHNAswAMYである.これに続いて

鉱床生成因変成相図構造図環境地質図などの各部

会長の活動報告が行われた.日本は南･東アジア地

区の鉱床生成図を編集する責任をもっており鉱床生成

因部会の部会長は合衆国地質調査所のP･W･GUILDで

ある.J.MARgAIsは約20年にわたって世界地質図委員

会の会長をつとめてきたが昨年引退し新しい会長に

は今回の万国地質学会議の組織委員長をつとめたJ.

AUB0UINが就任している.彼は今回は多忙のため

世界地質委員会の会合ではしめくくりの集りで挨拶し

ただけであった.

鉱床生成因部会:鉱床生成因部会の会合は7月9

目に行われた･部会長の報告に続いてソ連ヨｰロ

ッパオｰストラリア南･東アジア南アメリカ北

アメリカアフリカの各地域の編集責任者による活動報

告があった･鉱床生成図はソ連ヨｰロッパ北ア

メリカとそれぞれちがった凡例を用いて編集を進めてき

ている.ソ連は500万分の1ですでに出版しており

ヨｰロッパの鉱床生成因は250万分の1で印刷されてい

る.オｰストラリアの鉱床生成図はヨｰロッパ式の

凡例ですでに印刷されている.北アメリカの鉱床生成

図はその最終原稿図を仕上げ中であり南アメリカの

それは北アメリカの凡例によって原稿図がすでに完成

し印刷を待っている段階である･南･東アジア地域

の鉱床生成図は各国の地質調査所の協力のもとに編集

作業カミ造められておりその最終段階にある･アフリ

カはこれから計画を立てるといった段階である･今

国北アメリカの原稿図が初めて提示された･これは大

き狂進歩で同じ凡例によって編集が進められている南

･東アジア地域の鉱床生成図の完成にもはずみがつくも

のと思われる.

各地区の報告のあと計画が提案されているMeta1-

1cgenicAt1asとMeta11ogenicLexiconについて討議

が行われた･いろいろな議論カミ校されたカミ結局各担

当者カミさらに準備的狂作業を進めるということになった･

現在世界地質図委員会でまとめられている各種の地図類

は各地区のものは500万分の1そして全世界のもの

は1,000万分の1ないし1,500万分の1といった小さいス

ケｰルの図になっている.5CO万分の1の図でもな

かたか鉱床生成図として充分な情報が盛りこめないのに

At1asとして計画されている1,000万分の1の図では

鉱床生成図というよりは鉱物分布図と同じものになり無�
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意味であるという意見も強かった.このことはヨｰロ

ッパの鉱床生成因部会でも問題にされていた.たしか

に鉱床生成図というからには鉱物分布図とはちがった

多くの情報が盛りこまれているべきである.500万分

の1のスケｰルでもそれはかなりむづかしい.鉱床生

成因部会の部会長GUILDの意見は鉱床区として重要

狂ところは500万分の1の図をもとにしてもっとスケｰ

ルの大きい図を作ればよいそして全体をみわたすため

に同一凡例による世界全体の図も必要であるという

ものでこの線に沿って会議をおしすすめていた.

実際上は図のスケｰルや凡例について議論ばかり重

ねていても無駄なことで新しいデｰタを盛りこんだ統

一された図を迅速に編集することが重要荏ように思われ

る.国際的荏計画なので計画されてから完成するま

で10年以上もかかることがあり地質科学の進歩の急速

な現代においてそれではあまり現実的ではない.あ

る時点で議論にけりをつけ作業を進めることが先決で

あるように思われた.

他の地図類の編集:鉱床生成図以外の南･東アジア

地域の地図に関して言えば構造図(テクトニックマッ

プ)カミようやく完成し現在インドの地質調査所におい

て印刷が進められている.そのゲラ刷りカミ展示場に展

示されていた.この図の編集にも長年月を要したが

インド地質調査所のD･K･RAYの荏みなみならぬ努力に

よりようやく印刷にまでこぎつけたようである.しか

し細部をみると編集に参加した各国の調査所にとって

は不満た点も少くないようである.同じような不満は

たと完ば展示されていた南アメリカの鉱床生成図の原稿

図についてもきかれた.チリの調査所の人は自分の

国の部分は全く間違っているわれわれはこのような原

稿図を認めたおぼえはないといきまいていたカミこの

種の国際的狂企画を進めるときには連絡もうまくゆか

ずこの種のトラフノレはままおこることなのであろう.

しかしそのことばかり気にしていてはいつまでたって

もまとまらないであろうしある時点でふみきらざるを

得狂いであろうとも思われる.

海洋地質部会では全世界の海底地質図を編集する計

画を進めている.またどのような凡例を用いるか検討

している段階である･酉太平洋地域については地質

調査所の盛谷智え氏作成の凡例試案カミ提出された.石

油関係の人は堆積物の種類とその分布に興味がありテ

クトニクスの専門家は海底の基盤岩の種類やその年代

に興味がある.今回の会合には試案としていろいろ

た凡例が提示されていた.

7月17目のまとめの会合ではそれぞれの図のプロジ

ェクトをおしすすめるべきだとするいくつかの決議が採

択された･南･東アジア地域の鉱床生成図はおそく

とも1981年11月のマニラにおける東南アジア地質鉱物資

源会議までにはその原稿図を完成させなければ校らない.

おわリに

7月17目午後ジスカｰルデスタン大統領の出席のも

とに万国地質学会議の閉会式が行われ次の会議をモス

クワで開くことがきめられた･筆者は閉会式には出席

できなかったカミ出席した人の語では大統領は堂々たる

演説をし各国の代表と握手をするなどなかなかの演

出であったということである.

さて3,000人以上の参加者を集めて行われた今回

の万国地質学会議がどのようなものであったか筆者は

その一部分にしか参加していないわけであるから会議

の全体がどうであったかを言える立場にはない.2･

3の個人的な印象を述べるにとどめよう.

第1にこれだけの大きな会議カミかたりよく準備され

スムｰズに運営されていたと思う.うまく運営できた

理由の1つはおそらく設備のよい会議場が使用できだ

ということであろうカミ西欧の都市あるいはことにパリ

柱らではのことなのかもしれない･会議の準備･運営

にあたってはフランスの地質調査所に相当するBRGM

カミ大きく加担していたように感じられた.国の大きな

組織カミ加担しないことにはこのような大きな会議を成

功させることは容易ではないのかもしれない.だから

と言ってフランスの地質科学者カミこぞって今回の会議

に参加していたというわけでもなかったように思われる.

会議自体個人参加カミ基本であろうからどこの国でやる

にしても国威の発揚的な考えはやめて実質を重んじて会

議を組織し運営すべきであろうという感じをもった.

こんな大きな会議はお祭りだという意見は会期中もあ

ちこちで聞かれた.会議カミ大規模であるということカミ

長所ともたり短所ともなっていたように思われる.専

門分野以外の事を聞けるというのが長所の1つであろう

し何と言っても会議にまとまりカミなくなってしまい

じっくりと討論するという雰囲気カミ薄れてしまうという

のが短所の1つであろう.

会議の学術的成果はどうであったかということをすぐ

に評価することはむつかしい.会議はあくまで個人参

加が基本であろうし自然に規模が大きく在ってきたこ

の会議はいろいろな点で参加者にはそれぞれそれだけ

の意味があったように思われる.�


